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台風18号による本川水の上池旧流路への流入状況
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●10月7日には、台風18号による降雨で本川の水位が呑口の敷高を超え、上池旧流路へ流入しました。

●台風19号による降雨では、上池旧流路への本川水の流入はありませんでした。

河川敷

旧呑口敷高 +A.P.10.9m

新呑口敷高 +A.P.10.3m

台風18号

台風19号

【参考】 水位データの検索方法・・・例：リアルタイム情報を見る場合（他に類似データの検索方法はいくつかあります）

①「国土交通省 水文水質データベース」（http://www1.river.go.jp/）にアクセスします。

②「地図からの検索」で荒川部分をクリックし続けて拡大し、「太郎右衛門橋」のマークが見えたらクリックします。

③次の画面「水文水質観測所情報」で「詳細」をクリックし、その次の画面で「リアルタイム水位」をクリックします。（＊この画面で任意期間
水位を検索できます）

④現在および過去1週間程度の毎10分データが確認できます。
・③の「水文水質観測所情報」にある「最新の零点高 A.P. 2.450m」を加算した値がA.P.換算した水位になります。

⇒ 新呑口敷高はA.P.10.3mなので、画面の数値が7.85（＝10.3-2.45）を超えると上池の旧流路に本川の水が流入することに
なります。

・右上の「フロッピーディスク」マークからデータの保存ができます。

・右上の「グラフ」マークをクリックするとグラフが表示できます。
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②荒川部分をクリックしつづけ、「太郎右衛門橋」が出てきたらクリック

①「国土交通省 水文水質データベース」で「地図からの検索」をクリック

③「詳細」をクリックし、次の画面で「リアルタイム水位」をクリック

④現在および過去1週間程度の毎10分データが確認できます

④の「水位（ｍ）」の値に③の
「水文水質観測所情報」にあ
る「最新の零点高 A.P. 
2.450m」を加算した値がA.P.
換算した水位になります。

⇒ 上記の10/16の14:30の
「2.88」はA.P.5.33mになり
ます。

●「フロッピーディスク」マークか
らデータの保存ができます。

●「グラフ」マークをクリックする
とグラフが表示できます。

新呑口敷高はA.P.10.3mなの
で、画面の数値が7.85（＝
10.3-2.45）を超えると上池の
旧流路に本川の水が流入す
ることになります。


